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◆施工実績

 

【

 

工事概要

 

】

１）発 注 機 関 ： 民 間

２）受 注 区 分 ： 元 請

３）工

 

事

 

名

 

称

 

：

 

ﾄﾖﾀｶﾛｰﾗ新潟本社亀田店

 

新築工事

４）工

 

事

 

場

 

所

 

：

 

新潟県新潟市江南区下早通り柳田２丁目９番

５）契

 

約

 

工

 

期

 

：

 

２００８年４月２６日

 

～

 

２００８年１０月３１日

６）新築・改修の区分

 

：

 

新

 

築

７）用

 

途

 

地

 

域

 

：

 

準工業地域

８）構

 

造

 

：

 

鉄

 

骨

 

造

 

２階建

９）工

 

事

 

規

 

模

 

：

 

建築面積→

 

３，５５０.70㎡

 

延床面積→４，７５０.49㎡

敷地面積→１３，２２４.19㎡

建ぺい率→２６.85% 容積率→３３.49%

応募事例について
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◆従来の施工での問題点、

１）基礎外側からの建て方の場合、１００トン以上のクレーンが必要。

・建物５６．５ｍ×４９ｍ

 

・敷地北・東側が道路に面している。

２）基礎内に仮設通路を計画した場合、仮設設備に多大なコストが掛かる。
・地中梁と土間ｽﾗﾌﾞとの接合の為フカシ補

 

強筋がある。

・砂利や砂・重機鉄板などで嵩上げし養生しなければならない。

従来の施工方法での問題点
 

①

北 側 全 面 道 路

東

側

全

面

道

路

間口

 

５６．５ｍ

奥行き４９ｍ

基礎埋戻し後土間床付け完了

土間ｽﾗﾌﾞ受補強筋
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従来の施工方法での問題点②

◆従来の施工での問題点、

３）鉄骨の梁成が大きいため、仮設足場が必要。

４）建物の形状、納まりが複雑で、鉄骨図の検討時間が大幅に必要。
・検討時間が確保されないと手戻り、手直しの発生が懸念される。

５）鉄骨建て方後の土間コンクリート打設は、ブームが使えず配管打設となる。

基礎コン打設状況

 

ブームポンプ2台

棚足場設置状況

鉄骨建方後は

 

配管打設になる。

従来の土間打設状況
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検討した事項とプロセス
◆問題解決の為の検討経過、

１）クレーンの種類別のリースコスト比較。

２）従来の仮設道路設置コストと

土間打設先行に必要なコストの比較。

３）トピック足場若しくは吊り足場設置と

高所作業車のコスト比較。

４）鉄骨の検討期間及製作日数と土間養生期間の工程におよぼす影響。

５）土間上での作業（クレーン作業・高所作業車）を考慮すべき土間の構造耐力検討の

再計算、補強用地中梁増設に伴うコスト検討。

以上５項目について土間先行する事によるメリットを総合的に工期、コストへの検討。

10 20 10 20 10 20 10 20

0 30 60

杭芯 基礎足場 足場解 足場 吹き抜け足場

根伐 埋め戻し

杭納期4/5

杭地業 12日間

工場加工 現場組立 脱枠 雑型枠

捨てコン 基礎コン 基礎コン 各床コンクリート

4/5入荷予定

工場加工 現場組立 雑鉄筋

アンカ ーセット ネット

材料工場搬入製作開始4/15 鉄骨製作 建て方 雑取り付け

防水

4 5 6 7

90 120

日

日数

100%

1

2
90%

3

4
80%

5

6
70%

7

8
60%

                              ヶ月目

№ 工　　　　種

Ⅰ ショールーム棟

直接仮設工事

土工事

地業工事

型枠工事

コンクリート工事

鉄筋工事

鉄骨工事

組石・防水工事
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創意・工夫の内容①

①方向

 

Ａ仮設通路

土間上

 

高所作業車状況

間口

 

５６．５ｍ

奥
行

４
９

ｍ

ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ

 （50ｔ）

①

Ｂ－１仮設通路Ｂ－２仮設通路

建て方

 

進行方向

↑

 ｲ

 ）
Ａ仮設通路

ﾛ

 ）

↓
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施工上の留意点①
◆土間先行工法時の計画と施工留意点

１）クレーン作業時の土間負荷計算。

⇒

 
作業半径、吊荷重量などによるアウトリガー設置荷重検討。

２）土間強度確認。

 
⇒

 
必要・所定強度が出るまで仮設通路が出来ない。

３）土間下埋設配管の有無と量（本数）。

 
⇒

 
走行及アウトリガｰの設置検討。

４）土間段差・立上り配管の位置・量（本数）。

 
⇒

 
場合によって不可。

５）鉄骨建方順番やよ施工手順の計画。

⇒土間養生用重機鉄板の撤去、

鉄骨本締め・屋直しなど。

砕石により土盛り仮設通路

立上り配管土間状況
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補強用

 

地中梁

先行打設土間

補強用

 

地中梁

整備工場エリア

重機鉄板養生

施工上の留意点②
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施工後の効果
 

（感想・外部からの評価等）
１）従来の工法と比較すると工期短縮とコスト削減に効果があった。

２）建て方施工時の重機（高所作業車・クレーン）設置が安定し安全確保出来た。

３）土間先行の為、作業員の足元も良く作業効率が良くなった。

※ｸﾚｰﾝﾘｰｽ代の概算比較

 
20日の工程として、100tｸﾚｰﾝを5日ﾘｰｽした場合

①100t × 5日 + 50t × 15日 → 100×5 + 8×15 = 620(万円）
②100t × 0日 + 50t × 20日 →

 
8×20              = 160（万円）

 
△460（万円）

※本工法における工期短縮のｲﾒｰｼﾞ

鉄 骨 製 作 期 間 に 施 工 可 能

内装・外装が同時に施工出来る

鉄骨建方の作業効率が向上し期間短縮
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今後への課題等

１）土間、地中梁の補強検討とその時期。

２）コストバランスの比較検討。
※今回はディーラーショールームという土間設計強度が高いと言う好条件があった。

３）建物の形状などについて検討が必要。

今回は当初から土間先行工法でなかったので、地中梁補強に苦労しましたが、

いずれにしても早めの判断と決断が必要と思います。
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おわりに

本社ＳＲ

 

東側

本社ＳＲ

 

東・北側

本社ＳＲ

 

内部
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